
ダ
イ
ジ
ヨ
ウ
ジ
大
乗

寺

山

品
川叩
七
回
出
に
在
つ

一
流
限
会
民
間
四
粁
、
F
統
一

O
粁
川
は
舟
巡
の
川
聞
が

て
、
認
宗
商
振
に
M
叫
す
る
。

一
あ
る
。
統
米
は
廻
同
組
記
に

い
ふ
洲
、
出
川
で
、
針
俄

ダ
イ
ジ
ヨ
ウ
ジ
大
乗
寺

臥
主
郷
平
川
却
に
在

一
山
析
を
は
憎
め
、
水
勢
株
に
級
位
で
あ
る
か
ら
、
励
も

っ
て
、
日
泌
宗
に
凶
し
、
法
aX
山
と
悦
ず
る
。

元
利

一
す
れ
ば
上
続
に
汎
概
す
る
。

元
年
制
勝
坊
日
中
市
の
側
主
で
、
妙
成
寺
日
僚
を
附
山

一

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
ガ
ハ
シ
ン
カ
ハ
大
聖
寺
川
新
川

と
す
る
o

-
大
山
措
寺
滞
主
前
凶
利
明
の
時
、
大
型
寺
川
の
水
路
を

ダ
イ
ジ
ヨ
ウ
ジ
大
乗
寺
臥
京
消
乎
加
山
崎
に
雀

一
改
め
た
も
の
を

い
ひ
、
先
文
一丸
年
況
且
泊
予
、
延
貰

っ
て
、
裕
士
宗
に
凶
す
る
。
江
永
十
二
年
同
比
作
文
隆

一
二
年
成
功
し
た
。
白
水
絡
は
、
政
地
総
の
下
か
ら
耳

の
開
法
と
い
ふ
。

一
間
山
の
任
陛
下
を
過
ぎ
、
官
生
川
を
合
は
せ
、
荒
町

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
オ
ア
ヅ
ケ
ギ
ン
大
聖
寺
御
預
銭

一
裂
に
沿
ひ
、
山
川
川
辺
に
澱
突
し
て

M
，
淵
の
深
潟

大山
由
寺
掛
川が
仰
に
斜
子
若
干
を
加
創
出仰
に
託
L
、
滞

一
を
仕
L
、
東
北
及
び
問
北
に
迂
回
し
て
創
出
舗
に
主

士
に
抗
奥
L
利
息
を
取
り
、
以
て
枚
捻
を
刷
っ
た
も

一
る
を
本
水
飴
と
L
、
別
に
こ
の
曲
線
の
岡
山
郎
を
辿
約

の
。
お
永
六
年
の
記
録
に
、『
諸
方
御
土
JM
へ
上
納
銀

一
す
る
小
川
が
あ
っ
た
。
そ
の
小
川
を
協
大
し
て
、
迂

之
内
、
大
山
主
守
御
預
鋭
御
貸
桜
之
外
は
、
都
耐
一
口

一
間
的
酬
を
即
め
、
以
て
水
告
を
防
い
だ
も
の
で
あ
る
。

に
ね
込
云
々
。
』
な
ど
ミ
見
え
る
。

一

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
ギ
ヌ
大
聖
寺
絹

江
沼
都
大
型

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
ガ
ハ
大
聖
寺
川

口
泊
捕
の
市

一
帯
川
附
近
に
於
け
る
刷
掛
川
制
梁
の
拍
車
は
、
允
品
開
以
降

窃
大
日
山
の
大
日
仙
に
間酬を羽田
L
、北
統
の
後
、小
大

一
に
京
っ
て
漸
〈
知
ら
れ
、
大
型
寺
務
担
前
悶
利
意
は

日
山
に
渡
し
て
女
郎
ヶ揃
・
千
束

4
刷
を
な
す
初
出
前
千

一
正
徳
年
巾
庄
村
の
餅
屋
彦
八
を
紛
肝
煎
た
ら
し
め

京
稲
川
を
合
は
せ
、
又
断
続
し
て
九
谷
に
探
り
、
東

一
て
、
滞
内
の
製
品
凡
べ
て
そ
の
機
資
を
経
た
後
京
都

谷
奥
村
よ
り
疏
れ
る
上
新
保
川
を
合
は
せ
、
設
耐
統

一
に
印
刷
し
た
と
併

へ
る
。
彦
八
の
子
孫
彦
九
郎
・
彦

し
て
路
士
W
M
，
取
の

北
館
を
絞
り
、
片
谷
に
於
い
て

一
右
術
門
も
亦
そ
の
臓
を
裂
い
だ
。
然
る
に
延
卒
中
禅

片
谷
川
を
入
れ
、
政
谷
の
聞
方
世
間
合
総
に
於
い
て
大

一
良
仁
左
衛
門
が
庄
村
よ
り
大
出
寺
に
捗
っ
て
そ
の
梁

-τ

，&r
n
『

i

内
川
を
容
れ
、
そ
れ
よ
b
A
H
に
束
胞
に
折
れ
て
山
中

一
を
起
す
に
及
び
、
大
型
寺
の
製
紛
は
越
に
庄
村
の
そ

の
奇白
川
を
刻
み
、商
北
に
苛
れ
て
溢
に
平
阪
に
川
で
二

れ
を
川
町
倒
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
↓
サ
ハ
ヤ
-
一
ザ
エ

上
川
附
附
丸
よ
り
聞
に
折
れ
、
大
山
寺
の
川
街
を
民

一
そ
ソ
仰
原
仁
左
術
門
。

泊
L
、
こ
a
A

で
雨
か
ら
三
谷
川
と
脂
“
坂
川
と
を
A
n
は

一

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
ケ
ン

せ
る
。
三
谷
川
は
江
川
山
泌
の
西
方
凶
境
な
る
刈
安
山

一
照
制
。

及
び
そ
の
附
也
よ

U
設
す
る
三
統
を
合
す
る
も
の

一

で
、
そ
の
附
直
下
・日
谷
・
一
白
々
容
を
治
ぎ
、
官
生
を

一

綬
て
大
刑
事
寺
町
に
来
る
の
で
あ
る
。
大
単一寺
川
の
本

一

械
は
、
是
よ
り
務
停
砂
丘
の
内
側
に
総
う
て
蛇
行
し
、
一

位
前
胎
抑
を
泌
じ
て

日
本
海
に
入
る
。

山
巾
川
・
版

一

地
川
・嗣
出
川
等
は
各
そ
の
局
部
に
於
け
る
抑
制
で
、

-

大
聖
寺
照

J
ケ

ン
セ

イ

歩
。
悶
よ
り
城
郭
の
制
で
は
な
い
。
是
を
以
て
帯
主

前
問
利
直
が
、
元
職
十
二
年
分
限
帳
を
謀
府
に
提
出

し
た
時
に
は
居
城
大
禅
寺
と
也
い
た
が
、
十
五
年
八

且
に
出
し
た
時
か
ら
目的
腕
と
改
め
た
。

こ
れ
同
年
の

春
、
務
の
給
制
を
提
出
し
た
時
、
秋
元
包
府
守
か
ら

今
後
民
間
山
と
書
く
べ
き
指
令
を

得
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
ま
た
利
直
が
都
府
の
奥
紡
を
勤
め
て
ゐ
た
時
、

年
且
は
不
詳
で
あ
る
が
、
老
中
等
と
親
近
な
る
を
以

て
大
型
寺
築
城
の
脳
部
を
出
し
た
が
、
か
〈
の
如
き

は
宗一
滞
を
泊
じ
て
お
す
べ
き
こ
と
与
し
て
却
下
せ
ら

れ
た
こ
と
も
あ
る
。
築
城
な
ど
L

は
岱
昨
の
財
政
上

思
ひ
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
利
直
は
や
は
り
城

主
の
棋
を
得
た
か
っ
た
お
で
あ
ら
う
o
そ
の
似
合
の

委
曲
に
就
い
て
は
、
笛
記
敏
如
し
て
併
は
ら
ぬ
が
、

唯
僅
か
に
秘
裟
緋
集
に
、『
比
九
御
殿
の
側
、
子
今
作
事

前
に
在
り
て
否
も
見
る
。
大
き
な
る
御

mumな
り
。

A
7
T

'
A事

御
山
山
式
は
、
今
の
御
用
阪
の
後
よ
り
斜
曲
尺
に
か
け

て
あ
り
。
』
と
の
記
述
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
斜
凶
尺

と
は
、
邸
地
艮
院
の
一
角
を
紋
い
た
所
を
い
ふ
の
で

あ
る
。
元
称
六
年
七
且
イ
四
日
午
刻
、
家
中
内

m八

布
引
間
内
の
家
よ
り
火
を
失

L
、
偶
東
悶
の
風
成
拡
烈

で
あ
っ
た
た
め
延
焼
し
て
殿
間
一

つ
も
残
存
し
な
か

っ
た
。
耐
し
て
こ
の
後
滞
侠
利
直
は
鎚
永
元
年
六
且

初
段
の
入
部
を
な
し
、
街
殿
を
遁
密
せ
し
め
て
之
に

移
っ
た
が
、
そ
の
再
建
し
た
も
の
を
酬
に
よ
っ
て
卸

す
る
に
、
設
建
坪
五
百
五
十
歩
、
民
式
四
百
二
十
歩

に
亙
b
、
後
謡
、
一
永
三
年
利
義
の
時
去
に
五
十
五
歩
を

明
築
し
た
。
五
年
文
利
縫
夫
人
の
お
に
携
の
既
式
を

建
て
た
が
、
文
h

同
三
年
一
見
に
間
夫
人
の
お
に
桃
の
邸

式
を
建
て
た
た
め
、
協
怖
の
民
式
は
利
義
夫
人
の
町
室

と
な
っ
た
。

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
コ
ウ
キ
ヨ
カ
ン
大
聖
寺
侯
居
館

大
明
帝
伎
の
大
場
都
町
な
る
町
似
は
、
武
銭
に
江
戸

を
去
る
こ
と
、
東
海
道
純
間
百
三
十
九
里
、
指
陸
道

組
問
円
四
十
八
型
、
東
山
滋
終
向
百
四
十
八
里
と
程

し
で
あ
る
。
郎
地
は
柑
円
に
古
械
の
丘
陵
を

μ
ひ
、
前

に
大
型
寺
川
を
拘
へ
、
而
積
一
一
品
八
千
九
百
四
十
六

ダ
イ
ジ
ヨ
ウ
ジ
ザ
カ
大
乗
寺
坂

金
織
に
在
っ

て
、
元
政
年
中
ま
で
此
の
坂
の
下
に
大
来
寺
が
あ
っ

タ
イ

た
た
め
の
名
僻
で
あ
る
。
初
め
此
の
坂
巡
の
削
な
る

民
総
に
数
日
'
の
町
家
が
あ
っ
た
が
、
師間
滞
後
追
々
之

官
間
以
ち
、
明
治
十
九
年
に
出
湖
町
・低
限
町
・欠
以
町

に
瓦
る
地
が
歩
兵
第
七
勝
隊
の
総
兵
却
と
な
っ
た
際

坂
怖
を
も
陵
し
た
。

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
ジ
カ
虫
大
聖
寺
地
方

江
沼
仰

商
庄
に
臨
す
る
畑山町問
、
或
は
大
事
守
川
飢
と
も
い
う

た
。
明
治
中
大
型
寺
町
に
併
合
せ
ら
れ
た
。

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
ジ
ヨ
ウ
大
聖
寺
披

江
沼
市
大

型
寺
町
の
今
鈎
城
山

χ
は
御
披
山
と
栴
す
る
地
に
在

っ
た
。
捺
L
白
山
抗
院
中
大
型
寺
の
在
っ
た
加
な
る

放
に
名
づ
け
る
。
域
名
の
初
見
は
太
平
犯
に
、
開
山
武

二
年
名
越
太
郎
崎
衆
が
加
賀
・越
中
・能
程
の
兵
を
従

へ
て
上
格
せ
ん
と
し
た
際
大
型
寺
岐
に
蹴
っ
た
が
、

士
山
曜
版
地
・上
木
・山
岸
・
縮
問
出
す
の
伐
に
亡
ぼ
さ
れ

た
と
記
さ
れ
た
時
に
あ
る
。
そ
の
後
抽
出
泌
抗
郎
前
文

こ
与
に
居
り
、
延
元
二
年
脇
恩
義
助
の
配
下
則
六
郎

左
衛
門
時
能
に
持
し
た
収
地
・上
木
・山山
炉
等
に
攻
め

ら
れ
て
城
陥
古
川
し
た
。
文
明
の
頃

一
同
一
佼
等
凶
内

を
航
行
し
、
大山
時
寺
川
明
亦
そ
の
有
に
邸
し
た
。
弘
治

元
年
初
代
宗
一
滴
佼
入
L
て
之
を
占
領
L
、
こ
の
後
或

は
一

夜
方
に
郎

L
或
は
明
釘
方
に
郎
し
た
e
永
品開
七

年間
明
白
川
義
景
等
傑
く
能
提
測
に
入
り
、
大
明
寺
械
に

守
兵
を
閉
山
い
た
が
、
十
年
時
沼
足
利
務
削
は
義
景
に

命
じ
て
一
伐
と
利
せ
し
め
、
籾
行
方
は
こ
の
城
を
焼

い
て
誠
認
を
示
し
た
。天
正
三
年
緑
川
信
長
、そ
の
時

柴
附
勝
家
を
し
て
加
到
に
侵
入
せ
し
め
、
大
山
古
寺
域

を
修
め
て
戸
次
右
近
邸
正
に
之
を
苛
ら
せ
、
佐

々
悦

定
衛
門
・則
江
双
山
山
を
捌
と
し
た
。
入
年
腕
家
等
又
一

撲
を
討
ち
、奔
郷
五
左
衛
門
家
誌
を
こ
の
城
に
置
き
、

十
一

年
四
月
家
郊
の
近
江
捌
ヶ
期
の
役
に
死
す
る
に

及
び
、
六

nm初
出
市
努
吉
伸

um口
金
右
衛
門
努
勝
を
大

型
寺
四
国
四
千
石
に
封
じ
て
伯
笥
守
と
解
せ
し
め
、

四
九
三


